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町民のうごき

世帯数� 1，986・人口 男� 3，882 女� 4，062 計� 7，944(昭和61年� 1月� 1日現在)� 

出生男� 6女� 5計11・死t男� 1女� 2計� 3・転入男� 7女12計19・転出男� 3女� 1計� 4 (昭和60年12月中)

広報かつうら� 2月号=188・昭和61年� 2月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511(代)

新春に決意も新た

勝浦町消防団出初式

さる|月� 15日、新春恒例の勝浦町消防団出初式が勝浦中学

校グラウンドにおいて消防関係者及び団員300人が参加のなか

厳粛に行われました。

本年は永年消防団員の妻として仕えてこられたご労苦に対

し、勝浦町長内助の功感謝状が授与されました。

表彰者(表紙写真)は左から山下安恵さん(中角)、谷文子さ

ん(棚野)、森内史さん(星谷)、関東公子さん(与川内)の� 4人 '86 

です。ほんとうにおめでとうございます。 2月号

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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昭和61年� 2月� 1日 (2) 

町民の幸せを願い、豊かで活力ある町をめざし


さ
る
一
月
二
十
六
日
執
行
の
勝

浦
町
長
選
挙
は
三
選
を
目
指
す
現

職
の
桜
木
義
夫
氏 

(五
十
三
歳
、

三
渓
)
と
新
人
榎
本
繁
氏

(三
十

八
歳
、
徳
島
市
西
新
町

一
丁
目 

)

の
二
候
補
の
戦
い
と
な
り
、
桜
木

義
夫
氏
が
圧
勝
で
三
選
を
果
し

ま
し
た
。
勝
浦
町
長
選
挙
は
前

回
無
投
票
選
挙
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
八
年
自
の
選
挙
戦
と
な
り
ま
し

た
。開

票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当
日
有
権
者
数
五
、
九
三
五
人

投

票

総

数

四

、

二

二

五

人

投

票

率

七

一

・
一
九

%

桜
木
義
夫
四
、 

一
六

富市一

榎

本

繁

言
一

票

桜
木
義
夫
氏
は
昭
和
五
十
三
年

一
一
月
五
目
、
四
代
目
勝
浦
町
長
に

当
選
、
以
来
昭
和
五
十
三
年
六
月

九
日
に
県
道
管
局
上
那
賀
線
生
名

バ
イ
パ
ス
供
用
開
始
、
同
年
十
月

二
十
七
日
沼
江
保
育
所
改
築
落
成
、

昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十
日
坂
本

小
学
校
改
築
完
成
(
坂
本
幼
後
園

併
設
)
、
昭
和
五
十
六
年

三
月
二

十
日
勝
浦
中
央
橋
完
成
、
同
年
三

月
二
十
五
日
勝
浦
病
院
移
転
改
築

完
成
、
そ
し
て
昭
和
五
十
七
年
一

月
十
七
日
、
二
期
日
町
長
に
当
選
、

同
年
三
月
二
十
日
教
育
集
会
所
完

成
、
同
年
三
月
三
十
日
農
村
婦
人

2杢一光
成
、
同
年
八
月
十
日
一一一渓

バ
イ
パ
ス
開
通
、
昭
和
五
十
八
年

四
月
二
十
一
日
勝
浦
農
村
勤
党
福

祉
セ
ン
タ
ー
完
成
、
昭
和
五
十
九

年
八
月
十
日
生
比
奈
小
学
校
改
築

完
成
、
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
県

営
姿
羅
尾
林
道
開
通
完
成
、
同
年

八
月
二
十
二
日
東
部
広
域
農
道
起

工
、
同
年
十
二
月
二
十
四
日
県
道

徳
島
上
那
賀
線
坂
本
バ
イ
パ
ス
着

工
な
ど
山
積
す
る
重
要
地
策
に
意

欲
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
昭
和
五

十
六
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
十

七
日
の
異
常
低
温
に
よ
る
み
か
ん

爽
凍
害
時
に
も
縫
実
な
対
策
を
構

ず
る
な
ど
二
期
八
年
の
行
政
手
腕

が
住
民
に
理
解
さ
れ
た
も
の
で
す
。

;実

桜 木義夫�  (53歳)

「寒風のなか、力走する勝浦郡チーム」

げ
ま
す
。

表
彰

敢
闘
賞

大� !fz部

団
体

国
人

郡
表
彰
選
手

優
秀
選
手

松
下
義
和
、
大
石
圭
二
、
谷
寛

樹
、
中
村
孝
太
郎
、
押
粟
義
衛

敢
闘
賞

長
問
秀
樹
、
高
田
宏
幸
、
新
開

直
樹
、
広
岡
秀
司
、
高
木
雅
子

舟
井
利
枚
、
住
村
香

二
回
徳
島
駅
伝
は
、
一
月
四
日
か

ら
例
年
に
な
い
厳
し
い
寒
さ
と
雪

に
見
舞
わ
れ
た
悪
コ
ン
デ
イ
ン
ヨ

ン
の
中
、
二
百
聞
の
熱
戦
を
展
開

し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

勝
浦
郡
は
、
前
回
テ
ー
ル
エ
ン

ド
に
甘
ん
じ
た
屈
辱
を
晴
そ
っ
と

全
選
手
が
力
走
し
、
九
位
の
名
西

に
七
秒
差
ま
で
肉
薄
す
る
第
十
位

と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め

第
一
日
自
の
成
績
に
敢
闘
賞
を
、

ま
た
個
人
敢
闘
賞
を
大
石
圭
二
選

手
が
受
賞
す
る
な
ど
大
健
闘
で
し

い
ま
し
た
関
係
者
の
か
た
が
た
は

た。

じ
め
こ
声
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
町

な
お

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

民
の
皆
様
に
、
厚
〈
お
礼
申
し
上

新
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
第
三
十

9
位
名
西
郡
チ 

ム
に 

7
秒
差
ま
で
迫
る

@鍾E設
 

l

今
大
会
に
際
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ

「タスキ を受け取る肥田隆司選手」

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
決意を新たに桜木町政



(3) 昭和61年 2月 1日 
'b込 つ ら 第188号

ザコ

(
敬
称
略
) 

※
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
賞
西
野
菊
男

(
第
九
分

団
)精

績
賞

戸
田
敏
明
(
第
一
分

団
)
、
高
橋
修
史
(
第
二
分
団
)
、

上
回
光
雄 

(第
四
分
団
)、

広
田

好
夫 

(第
七
分
団
)
、

杉

田

健 

(第
八
分
団
)

※
徳
島
地
方
分
会
長
表
彰

菅
内
正
男
(
第
一
分
団
)
、
押

栗
義
衛
(
第
二
分
団
)
、
清
水
文

明 
(第
三
分
団
)
、
構

内
玄
基 

(第
四
分
団
)
、
堀
正
昭
(
第
五

分
団
)
、
長
田
喜
広
(
第
六
分
団
)

柳
田
義
博

(第
七
分
団
)
、
{一呂島

信
一
(
第
八
分
団
)
、

上
村
正
実

(第
九
分
団 
)
、
玉
置
守
(
本
部

機
動
隊 
)

被
表
彰
者
に
対
し


消防宙開;初iij式ミ


グ
か
し
ら

昭
和
六
十
一
年
勝
浦

町
消
防
団
出
初
式
が

一

月
十
五
日
勝
浦
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

永
年
消
防
活
動
に
携
わ

ら
れ
た
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

jf


な
か 

G

/
-
H 

杉
田
健
、
森
内
智

(
第
八
分
団
)
、

樋
口
芳
史
(
第
九
分
団
)
、
松
田

常
男
(
本
部
機
動
隊 
)

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

一
月

一
日
付
け
で
次
の
方
々
が

入
団
さ
れ
ま
し
た
。

※
勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

勝
本
善

一
、
戸
田
裕
章、

北
峰

大
亀
清
(
第
一
分
団
)
、
板
東

三
紀
夫
、
細
川
建
治
、
新
居
正
志 

正
明
(
第
二
分
団
)
、
桂
木
茂
、

中
村
悟 

(第
三
分
団
)
、
羽
瀬
仁

司 
(第
四
分
団
)
、
大
川
利
介
(第

五
分
団
)
、
前
回
道
夫
(
第
六
分

団
)
、
戸
村
博
美 

(第
七
分
団
)、

海
川
幸
一 

(第
八
分
団
)
、
河
内

優
、
中
村
喜
代
治 

(第
九
分
団
)
、

宮
浦
富
治

(本
部
機
動
隊 
) 

※
勝
浦
町
長
内
助
の
功
感
謝
状

山
下
安
恵 

(本
団
団
長
山
下
豊

寿
夫
人 
)
、
谷
文
子 

(本
団
副
団

長
谷
永
美
夫
人 
)
、
森
内
史 

(本

団
副
団
長
森
内
清
男
夫
人
)
、
関

東
公
子
(
本
団
副
団
長
関
東
清
男

夫
人
)

ザ
」
苦
労
さ
ま
で
し
だ


一
月
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が


退
団
さ
れ
ま
し
た


※
勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

戸
田
敏
明
、
山
田
彰
二
、
影
平

信
雄
、
鴻
本
浩
、
宮
本
仁
志
(
第

一
分
団
)
、
森
上
登
(
第
二
分
団
)
、

小
関
敬
和
、
鶴
居
市
次
(
第
三
分

団
)
、
上
田
光
雄
、
堺
健
司
(
第

四
分
団 
)
、
小
山
善
昭
、
堀
正
昭
、

中
西

一
雄
(
第
五
分
団
)
、
生
田

{
五
千
、
松
田
幸
一
(
第
六
分
団 
)、

(第
一
分
団
)
、
宮
床
精
二
(
第

二
分
団
)
、

山
西
培
夫
、
稼
勢
淳

男
(
第
三
分
団
)
、
倉
瀬
幸
宏
、

北
内
宏
幸

(
第
四
分
団
)
、
鵜
淳

良
安
、
前
田
健
志
、
大
西
剛 

(第

五
分
団
)
、
二
階
堂
政
博
、
作
本

達
利
(
第
六
分
団
)
、
中
川
昌
和
、

岡
本
秀
明
(
第
八
分
団
)
、
山
丸

敦
嗣
(
第
九
分
団
)
、
野
上
武
典

(
本
部
機
動
隊 
)

出

中刀

式

怖
い
の
は

「
消
し
た
つ
も
り
」
と

「
消
え
た
は
ず
」

駐
在
所
だ
よ
り

一
月
七
日
か
ら
二
月
二
十
一
日

ま
で
坂
本
駐
在
所
警
寂
不
官
が
不
在

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
横
瀬

ム
ま
た
は
生
比
奈
駐
在
所
へ
連
絡
く

だ
さ
い
。

一
、
二
月
も
寒
さ
厳
し
い
折
、
降


雪
の
た
め
路
面
が
凍
結
し
や
す


く
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の


方
は
す
べ
り
止
め
の
装
備
を
し
、


運
転
中
は
急
制
動
、
急
ハ
ン
ド


ル
を
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し


ト
骨
つ
。

二
、
自
宅
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、

戸
締
り
を
縦
突
に
し
て
く
だ
さ

い
。
不
審
者
を
見
つ
け
た
と
き

は
一一

 

番
。

O

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
消防団出初式被表彰者に対しかしらなか

MUS04
テキストボックス
駐在所だより
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昭和61年度� 住民税申告相談日程表

税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に


住
民
税
の
申
告

在
に
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

て
所
得
を
決
定
し
ま
す
が
、
こ
の

人

場
合
諸
佳
除
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま

給
与
所
得
の
み
で
、
雇
主
か

た
不
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
も
納

ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

あ
っ
た
人

り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
内
に
済

青
色
事
業
主
(
青
色
決
算
書

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

(納
税
相
談
)
に
つ
い
て
呼
び
出

し
を
受
け
た
か
た
は
、
指
定
さ
れ

た
期
日
、
時
刻
、
場
所
を
確
認
の

う
え
必
ず
皇
ロ
し
て
く
だ
さ
い
。

O O 

な
お
、
期
限
内
に
申
告
さ
れ
な

い
と
き
は
、
税
務
署
や
町
に
お
い

期
間� 

2
月
げ
日 

月
刊
日

l
3

を
提
出
さ
れ
た
人
)

申
告
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証

拠
書
類
、
生
命
保
険
料
の
払
込
証

明
書
、
火
災
保
険
料
の
払
込
日証
明

書
、
年
金
の
受
給
額
証
明
書 

(源

泉
徴
収
票
)
、
医
療
費
領
収
書
、
そ

の
他
申
告
に
必
要
な
・書
類
。

注

意

徳
島
税
務
署
か
ら
所
得
申
告

量;


引所

，!;i;;:j'!;[ ~尋

税

事� 
く詰

e ':'<":}

去
P 
h 

:霊祭は� 
ÆZ' .，‘? ポ : ' : 'i:::~

昭
和
六
十

一
年
度
住
民
税 

(県

問
民
税
)
の
申
告
受
付
け
と
納
税

相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
期
間
内
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

〈
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人〉。
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

O

六
十
年
中

(一

月

一
日
か
ら
十

二
月
三
十

一
日
ま
で 
)
に
所
得

の
あ
っ
た
人
で
、
所
得
税
の
か

か
ら
な
か

っ
た
人

給
与
所
得
者
で
昨
年
中
に
給

与
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

〈
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
〉

O

昭
和
六
十
一
年
一
月

一
日
現

月日� (11在日� ) 該当地区 時間 場 戸片� 

2.17(月) 沼江 ・石原 石 原 セ ン ター� 

18(刈 山 西控|、 生比奈農協
卜一一一一一一� 

19休) 生 名 午 町役場�  2 1;皆� 

20(村 十捌� !g-} 
fllJ 

9 " 
21幽 久 国 時� 

" か� 
24 (月) 里 岩 り 勝 浦 会館�  

25(刈 メ~ 山 午 今山センター
後� 

26(ぷ) 中 角� 4 農村婦人の家�  

28樹 星 谷
時

星 谷 集 会 所
ま� 

3 3(月) ヰ1 山 てい 中 山公 会 堂� 

4(火) 横一� i頼 勝 浦 町 農 協 �  

6休) 与� )11 内 ① 与川内事業所� 

7樹 ま反 本 同 云本事業所�  

1O(丹) " 坂本集会所

一
12休) 全 町 町 役 場 �  2階

トー� 

13(村� 1/ " 
14幽� " " 

{碕 (全町�  )19日、� 20日、� 21日

歩J 税務署か ら11乎出しを受けている該当者
L-...l...-ー

昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
確

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
と

定
申
告
は
、

二
月
十
六
日
か
ら
始

主、

ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の

五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り

年
収
が

一
、
五 

万
円
を
超

ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、

え
る
場
合
、
給
与
所
得
や
退
職

落
ち
つ
い
て
相
談
で
き
な
か

っ
た

所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ

額
が
二 

万
円
を
超
、
え
る
場
合

う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の

及
び
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を

で
、
確
定
申
告
は
て
き
る
だ
け
早

受
け
て
い
る
場
合
な
ど

め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
多
ャ
す
る
必
要

特
に
、
今
年
の
三
月
十
五
日
は

の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑

土
曜
日
に
当
た
り
、

一
層
の
混
雑

旧
制
控
除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
期
申

得
控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
ら
れ

告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

る
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば

O

O
O

〈
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付

さ
れ
ま
す
。
こ
の
還
付
を
受
け
る

な
い
場
合
〉

一
、
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不

た
め
の
申
告
は
、
二
月
十
六
日
前

動
産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地

で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

や
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で

そ
の
他
わ
か
り
に
く
い
点
が
あ

昭
和
六
十
年
中
の
所
得
金
額
の

り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
相

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶

談
室
又
は
、
税
務
署
で
お
尋
ね
く

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

だ
さ
い
。

(
徳
島
税
務
署 
) 

日召
和� 
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っ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
(
昭
和
三
十
六

年
四
月
一
日
以
後
で
、
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
期
間
に

限
り
ま
す
。)

学
生
で
あ
っ
て
国
民
年
金
に

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
(
昭

和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
後

で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
期
間
に
限
り
ま
す
。
)

円筒日

6 
1
4

a
t
-
-

(
新
)
国
民
年
金

新
し
い
国
民
年
金

①
奥
様
と
年
金


-m歳
以
上

ω

国
民
年
金
に
全
員
加
入

歳
未
満
の
奥
様
は

現
行
の
年
金
制
度
で
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
様
(
専
業
主
婦
)

は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

・
非
加

入
は
自
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
に
加
入
し
な
く
て
も
、
ご

主
人
が
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
れ
ば
、
奥
様
の
老
後
は
、
ご

主
人
の
年
金
で
保
障
さ
れ
る
た
て

ま
え
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

様
も
自
前
の
年
金
を
も
つ
べ
き
だ

と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
制
度
が
発
足
す
る
昭

和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
も
全
員
が

国
民
年
金
に
加
入
し
、
そ
し
て
六

十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
、
国

民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
と
い
う
し
く
み
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
必
要
な
費

用
は
、
ご
主
人
が
加

入
し
て
い
る
厚
生
年

金
保
険
の
保
険
料
か

ら
支
払
わ
れ
ま
す
の

で
、
従
来
の
よ
う
に

奥
様
自
身
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

-
最
低
初
年
の
資
格
期
聞
が
必
要
、
防
歳
か
ら
支
給

③ 

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た

こ
と
が
あ
る
人
は
、
昭
和
三

十
六
年
四
月
以
後
の
厚
生
年

金
保
険
の
加
入
期
間
(
昭
和

三
十
六
年
四
月
以
後
に
公
的

年
金
の
加
入
期
聞
が
あ
る
場

合
は
、
昭
和
三
十
六
年
三
月

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
に
は
、
最
低
二
十
五
年
の

資
格
期
聞
が
必
要
で
す
。

こ
の
資
格
期
間
に
は
、
次
の
よ

う
な
期
間
が
含
ま
れ
ま
す
。

①
昭
和
六
十
一
年
四
月
以
後
の

国
民
年
金
の
加
入
期
間

⑤ 

②昭お
(
加
入
せ
ず
)
「

4

一

一

-

4
!

4

ー
ー
ト
|
|

t
l
a
l
-
-
「
I
l
l
i
-
-

I
l
l
i
-
-
「
l
l
(計
)
お
年
以
上 

な
お
、
昭
和 
5
年
4
月 
1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
、
お
年
の
資
格
期
聞
が
幻
年 

年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

j

M

⑮ 


前
の
期
間
も
含
ま
れ
ま
す
。)

を
納
め
た
期
間

④
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
鼠
様
で
あ

・
4

初
歳

就

職

・

一

康

年

加

入

退

職

結

婚

国

年

加

入

現
行
の
国
民
年
金
の
保
険
料

一
学
一
生
一
一
厚
生
年
金
保
険
一
一
守
一
つ
リ
|
マ
ン
の
要
一
国
民
年
金

一 
1

一
(

一 

(
加
入
せ
ず
)
↓

一 

新年金にお答え む8ft
サラリーマンの蔓で今まで国民年金!こ任

問 意加入してきだ奮はどうなるのですか。� .


改正前の加入期間は有効ですか。


~ 厚 生年金保険の被保険者の配偶者であって 20zョ

歳以上印歳未満て・ある者は、現在国民年金に任

意加入している者も任意加入していない者も、

すべて、施行 日以後は強制加入する ことになり

ます。� 

今回の改正では、改正前の国民年金の被保険者期間や

保険料納付済期聞は、改正後の国民年金に引き継がれ老

紛基礎年金等の給付の算定に算入されることにな ってい

ます。 これにより、改正前にすでに任意加入していた期

聞はその実績が給付に反映されます。� 

Uこがって任意加入の期間がまったくなく、改正後初め

て強制加入被保険者とな った場合よりも当然に老齢基礎

年金の客員が高くなります。� 

国民年金に加入したことがある奥さん

(昭和18年 4月2日生れ)

60歳結婚・退職20歳

18年

老齢基礎年金の額�  

(月額)=50，000円×
B4月+132月+216月

+8，208円=53，208円山内田

*厚生年金の保険の加入期間については、別に� 7年介の老齢厚生年
金がうけられます。

*新しい圏民年金についてのご質問があれば広報に掲載してお答え
したいと患いますので、お気軽にこ・投稿ください。

一住民福祉隈年金係ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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と
と
し
、
色
は
ブ
ル
|
系
で
統
一

す
る
。

-
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル

ム
に
つ
い
て
は
、
縦
、
横
と
も
五

ミ
リ
以
上
の
固
の
印
を
約
一
メ
ー

ト
ル
間
隔
で
ブ
ル
�
 系
統
以
外
の

色
で
印
制
す
る
。

今
後
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ム
を
、
農
協
等
の
指
示
に

よ
り
回
収
す
る
場
合
に
も
、
こ
れ

l

ら
の
印
を
参
考
に
間
違
、
え
な
い
よ

う
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
流
通
在
庫
等
の
こ
と

を
考
え
ま
す
と
、
完
全
に
マ
�
 ク

入
り
に
切
り
か
わ
る
に
は
、
数
年

を
要
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
こ
の

間
に
無
印
の
も
の
を
廃
棄
処
分
す

る
場
合
は
農
ビ
と
農
ポ
リ
の
区
別

に
特
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 l

未
然
に
防
げ
る

遺
産
の
ト
ラ
ブ
ル

「
西
暦
二
×
×
×
年
ム
月
ム
目
、

わ
た
し
は
天
国
へ
向
か
う

『昇
天

号
』
の
中
に
い
た
。

や
が
て

『昇
天
号
』
は
、
天
国

ゲ

l
卜
に
到
着
し
た
。
こ
こ
で
は
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
簡
単

な
入
国
審
査
が
行
わ
れ
る
。
わ
た

し
は
、
当
然
入
国
を
許
可
さ
れ
る

と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
で

あ
る
。
審
査
官
は
無
情
に
も
わ
た

し
に
か
入
国
拒
否
。
を
命
じ
た
の
だ
。

ど
う
し
て
な
の
か
。
家
族
に
は

よ
く
尽
く
し
て
き
た
し
、
職
場
で

も
人
一
倍
、
働
い
て
き
た
。
後
ろ

指
を
さ
さ
れ
る
こ
と
な
.と
し
て
こ

な
か
っ
た
は
ず
だ
|

|
こ
、
つ
く
っ

て
か
か
る
と
、
審
査
官
は
無
言
の

ま
ま
、
下
界
を
映
す
テ
レ
ビ
の
ス

イ
ツ
チ
を
入
れ
た
。
な
ん
と
そ
こ

に
は
、
あ
れ
ほ
ど
仲
の
良
か
っ
た

わ
た
し
の
家
族
や
兄
弟
た
ち
が
、

遺
産
相
続
を
め
ぐ
っ
て
醜
く
争
っ

て
い
る
姿
が
映
し
出
さ
れ
た
の
だ
。

結
局
、
わ
た
し
は
�
 立
つ
鳥
跡

を
に
ご
し
た
罪
。
に
よ
っ
て
、
，
入

国
拒
否
。
を
宣
告
さ
れ
た
。
こ
ん

な
こ
と
に
な
る
の
な
ら
、
遺
言
書

を
作
成
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と

思
う
の
だ
が
、
も
う
遅
い
:
・
:
」

*

*

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
作
り
話
で

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
主
遺
言
書

を
残
し
て
お
く
こ
と
は
、
自
分
の

意
思
に
よ
る
財
産
相
続
を
さ
せ
る

上
で
大
切
な
こ
と
。
相
続
人
同
士

の
争
い
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
法
律

H

に
基
づ
い
た
遺
言
書
の
作
成
を
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

簡
単
に
作
れ
て
確
実
な

公
正
証
書
遺
言

遺
言
書
の
作
成
方
法
は
何
通
り

か
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
比
較
的

作
り
方
が
簡
単
で
確
実
な
の
が

「
公
正
証
書
遺
一
言
」
で
、
作
り
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
お
近
く
の
公
証
人
役
場
に
行
き
、

金
祉
人
二
人
以
上
の
立
会
い
の
下

で
、
公
証
人
に
遺
言
し
た
い
内
容

を
話
し
、

③
公
証
人
が
そ
れ
を
筆
記
し
、
あ

な
た
と
証
人
に
読
ん
で
聞
か
せ
、

④
あ
な
た
と
証
人
が
、
間
選
い
な

い
こ
と
や
」
確
認
し
た
後
、
そ
れ
ぞ

れ
署
名
、
押
印
し
、

⑤
公
証
人
が
以
上
の
方
法
で
作
っ

た
こ
と
を
書
き
添
え
て
、
署
名
、

押
印
し
ま
す

，
」
う
し
て
作
ら
れ
た
証
書
の
原


本
は
、
公
証
人
役
場
で
保
管
さ
れ


る
た
め
盗
難
や
偽
造
の
心
配
は
あ


り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
内
容
の
修
正


や
取
り
消
し
も
公
証
人
役
場
に
行


け
ば
、
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。


十
五
歳
に
な
れ
ば
、
だ
れ
で
も


遺
言
書
は
作
れ
ま
す
。
遺
言
書
は


リ
ム
つ
鳥
跡
を
に
ご
さ
な
い
。
た


め
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
。
詳
し
い
こ
と


は
、
お
近
く
凡
法
務
局
、
ま
た
は


日
本
公
証
人
連
合
会
�
 
一二� 

五
 

二
�
 八
�
 五
�
 
ま
で
ど
う
ぞ
。

O J


l


O
 o

O
)

(
O
l

l

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
に

識
別
表
示
(
マ
�
 キ
ン
グ
)
ガ
:
:
:

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処

理
に
つ
い
て
は
、
再
生
処
理
、
埋

立
て
処
理
、
焼
却
処
理
の
三
通
り

が
あ
り
ま
す
が
、
埋
立
て
処
理
は

埋
立
地
確
保
の
困
難
性
と
、
埋
立

て
後
の
地
盤
の
不
安
定
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
焼
却
処
理
法
は
有
毒

ガ
ス
が
発
生
す
る
た
め
、
新
し
い

技
術
を
導
入
し
た
一
部
の
焼
却
施

設
を
除
い
て
、
一
般
的
に
は
困
難

な
こ
と
等
か
ら
こ
れ
ら
の
処
理
は

限
定
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
き
ま

す
。今

後
の
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
観
点
か

ら
も
、
極
力
再
生
処
理
を
行
う
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
再
処
理
に
つ
い
て
の
、
当

面
す
る
最
大
の
課
題
は
、
再
生
品

の
品
質
向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
原
料
と

な
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
樹
脂
別

(
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
別
)
の

仕
分
け
歩
徹
底
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
仕
分
け
の
徹
底
を
図
る

に
は
見
分
け
方
の
習
熟
が
必
要
で

す
が
、
こ
れ
の
区
別
は
困
難
で
、

ま
た
分
別
仕
分
け
の
経
費
は
莫
大

な
も
の
と
な
り
、
廃
プ
ラ
処
理
コ

ス
ト
の
上
昇
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
樹
脂
別
の
識
別
法
に

つ
い
て
、
園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
適
正
処
理
推
進
全
国
協
議
会
に

お
い
て
、
検
討
歩
子
す
め
て
き
ま

l

し
た
が
、
樹
脂
の
識
別
が
容
易
な

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム

の
開
発
は
困
難
と
の
こ
と
で
、
当

面
は
樹
脂
別
の
識
別
表
示
(
マ
ー

キ
ン
グ
)
券
ネ
ヲ
す
め
る
こ
と
に
し

hJ aω

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
過
を
ふ
ま

え
、
業
者
団
体
の
申
し
合
せ
に
よ

り
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
生
産
分

よ
り
、
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ル
フ
ィ

ル
ム
(
農
ビ
)
、
及
び
農
業
用
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
(
農
ポ
リ
)

に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
識
別
す
る

統
一
マ
�
 ク
を
つ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、


-
農
業
用
塩
化
ヒ
ニ
ル
フ
ィ
ル
ム


に
つ
い
て
は
、
縦
十
三
ミ
リ
、
横


一
干
六
ミ
リ
を
基
準
と
し
 

印
を
、
各
製
造
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ッ


ト
等
の
印
刷
の
最
後
に
入
れ
る
。


印
刷
間
隔
は
約
一
メ
ー
ト
ル
ご

¥」
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」
と
の
み
刻
き
れ
、

沼
江
の
芭
蕉
墓
・
右
は
五
輪
塔

(
写
真
下
参
照 
)未
舗
装
の
細
い
道

に
面
し
て
一
米
余
の
台
地
上
に
あ

り
、
背
後
は
小
高
い
聞
の
庄
で
あ

る
。
墓
石
の
高
き
約
六
十
糎
余
、

幅
は
約
三
十
糎
に
て
、
こ
の
碑
に

は
「
芭
十
億
一
墓

建
立
年
代
も
建
立
者
の
名
も
な
い
。 

(こ
の
碑
と
並
ん
で
建
っ
て
い
る

五
輪
塔
に
は 

寛
文 

十
二
月

九
日 

と
読
み
と
れ
る
字
が
あ
る
。

寛
文
年
代
と
い
う
と

二
ハ
六
0
年

代
に
当
り
、
芭
蕉
の
青
年
時
代
で

あ
る
)
。

り
比
一一
か
小
ぷ
り
で
あ
る
が
、

青
石

芭
蕉
墓
の
碑
の
前
に
、
一
辺
三


の
自
然
石
に 

4
円
翁
墓 

後
し

十
糎
ば
か
り
高
き
二
十
糎
余
の
台


ら
ぬ
身
を
か
へ
り
見
っ
ち
る
桜 

石
が
あ
る
。
こ
の
墓
の
世
話
を
永


と
彫
さ
れ
た
砕
が
あ
る
。車
円
八
翁
と

年
し
て
い
る
老
婆
の
話
に
よ
る
と
、


い
う
人
は
、
勝
浦
町
棚
野
の
江
戸

か
つ
て
は
こ
の
台
石
の
上
に
供
物


末
期
の
俳
人
で
あ
る
と
い
う
。
こ

の
椀
や
湯
呑
を
置
い
て
膳
代
り
に


れ
ら
二
基
の
刻
ま
れ
た
字
が
誠
に

し
た
。
が
今
は
槽
を
竹
筒
に
供
、
え


鮮
か
で
、
所
謂
書
家
の
達
筆
と
は

る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
菓
一
は
い


異
り
、
素
人
で
は
あ
る
が
、
芭
蕉

つ
誰
が
建
て
た
の
か
は
知
ら
な
い


翁
敬
慕
の
思
い
を
心
に
念
じ
て
筆

と
言
っ

た
。
こ
の
墓
は
、
ご
く
ふ


を
と
っ
た
墨
跡
が
あ
り
あ
り
と
み

つ
う
の
人
の
ふ
つ
う
の
墓
の
様
子


え
る
。
ま
た
、
石
彫
り
の
専
門
家

を
し
て
い
て
、
供
物
膳
の
台
石
も


に
き
く
と
、
六
十
年
以
上
た

っ
て

あ
っ
て
、
さ
な
が
ら
生
き
て
い
る


も
、
こ
の
よ
う
に
字
の
区
画
が
欠

人
に
仕
え
て
い
る
如
く
、
ま
た
ち


け
ず
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
石

か
い
先
祖
さ
ま
を
祈
っ
て
い
る
如


彫
り
の
名
工
が
報
酬
を
思
わ
ず
時

き
親
し
み
が
墓
辺
に
漂
っ
て
い
て
、


間
を
い
と
わ
ず
丹
念
に
彫
っ
た
も

誠
に
な
っ
か
し
い
想
が
し
た
。
 

の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

(
つ
づ
く 
)


生
名
か
ら
勝
浦
川
を
渡
っ
て

一

義
仲
寺

粁
ば
か
り
の
沼
江
の
通
称
行
司
に

徳
島
県
勝
浦
町
の
芭
蕉
纂

も
う

一
つ
の
「
芭
蕉
墓
」
が
あ
る
。

奥

西

保

よ

り

H

H

U

H

H

O
O

川
勝
浦
嶋
の
一高
蕉
哲
穫

は一



し
、
こ
れ
を
切
ら
ん
と
し
た
り
、

西
重
信
き
ん
ら
の
徳
島
の
人
と
、

大
津
の
水
野
親
二
さ
ん
と
私
の
六

人
の

一
行
で
あ
っ
た
。

勝
浦
町
は
、
戦
後
、
横
瀬
町
と

生
比
奈
村
と
の
合
併
し
た
町
で
、

徳
島
市
か
ら
南
へ
少
し
行
き
、
勝

浦
川
を
遡
る
こ
と
、
約
二
十
粁
の

山
聞
の
地
で
あ
る
。
勝
浦
川
流
域

は
鮎
の
名
所
で
あ
り
、
み
か
ん
や

す
だ
ち
の
産
地
で
あ
る
と
い
う
。

芭
蕉
翁
の
墓
が
、
義
仲
寺
以
外

寒
中
の
清
流
に
悠
々
釣
糸
を
垂
れ

る
人
も
い
た
。
む
か
し
は
、
勝
浦

川
川
口
か
ら
舟
が
勝
浦
町
ま
で
往

来
し
て
、
人
や
荷
物
を
運
び
、
こ

こ
で
上
陸
、
荷
上
げ
し
て
、
そ
の

奥
地
へ
は
徒
歩
に
て
行
き
、
荷
物

は
車
や
人
の
一肩
一
で
運
ん
だ
、
と
い

べ 
化
咲
い
て
七
日
鶴
見
る
麓
裁
。

主
ノ

生
名
の
里
の
周
囲
三
米
を
あ
る

J

だ
ろ
う
銀
杏
の
大
樹
の
そ
ば
に
は
、


こ
の
里
の
古
老
で
あ


る
鶴
本
由
美
翁
が
待


っ
て
い
て
、
案
内
説


明
を
し
て
く
だ
さ
っ


た
。
樹
齢
七
百
年
と


伝
え
ら
れ
る
こ
の
巨


木
は
、
里
人
に
は
、


「し
あ
わ
せ
の
木
」

と
呼
ば
れ
て
崇
め
ら

れ
て
い
る
が
、
し
か

徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
生
名
の

ρ
N 
H

K

里
に
芭
蕉
墓
が
あ
る
と
知
ら
せ
て

く
れ
た
の
は
、
徳
島
の
羽
里
清
き

ん
で
あ
っ
た
。の

テ
レ
ビ
で
、
生
一名

の
県
道
わ
き
に
あ
る
銀
杏
の
巨
木

を
写
し
た
と
き
、
ち
ら
つ
と
芭
蕉

さ
ん
の
墓
が
画
面
に
み
え
、
た
し

か
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
芭
蕉
墓
と

言
っ
て
い
た 
o

u

に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
、

阿
波
の
山
聞
の
田
舎
に
そ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

今
ま
で
に
聞
い
た
こ
と
も
な
い
の

で
、
頗
る
好
寄
心
を
ひ
か
れ
た
。

今
年
正
月
六
日
に
用
あ
っ

て
徳

島
に
行
っ
た
の
で
、
翌
七
日
に
尋

ね
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
羽
里

清

・
中
原
史
郎

・
緒
方
清
明

・
奥

或
は
他
へ
移
さ
ん
と
す
れ
ば
、
帰
す

崇
り
あ
り
と
畏
れ
ら
れ
、
県
道
も

こ
の
樹
を
さ
け
て
、
曲
り
通
っ
て

い
る
の
だ
と
、
鶴
本
翁
は
一言、っ
。

こ
の
大
木
の
横
に
、
現
在
改
築
中

の
東
林
庵
|
本
尊
は
薬
師
如
来
ー

が
あ
っ
て
、
庵
の
境
内
は
県
道
に

そ
っ
て
約
百
坪
ば
か
り
、
さ
し
て

広
く
な
く
、
塀
も
な
い
境
内
の
東

辺
に
七
基
の
墓
石
が
立
っ
て
い
て
、

一
ば
ん
右
は
し
に 

芭
蕉
墓
。
が

あ
っ
た
。

(
写
真
上
参
照
)
。

墓
石
は
青
石
の
自
然
石
、
高
さ

は
百
六
十
糎
あ
ま
り
で
厚
さ
は
三

十
糠
た
ら
ず
の
一周
平
な
形
で
あ
る
。

深
く
膨
ら
れ
た 

芭
蕉
墓
。
と
い

う
字
は
、
な
か
な
か
見
事
な
筆
勢

H


H


で
あ
る
。
こ
の
字
の
左
側
に
句
が

刻
ま
れ
て
い
る
が
、
帰
洛
し
て
調

芭
蕉
翁
が
貞
享
三
年
江
戸
に
て
作

り
こ
の
句
を
発
句
と
し
た
歌
仙
を

巻
い
た
。
(
連
衆
は
芭
蕉
・清
風
・
挙

白
・曲目良
・
コ
斎
・其
角
・風
雪
)
こ

れ
ら
以
外
の
文
字
は
碑
の
表
裏
側

面
に
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

鶴
本
翁
の
話
で
は
、
自
分
は
明

治
四
十
三
年
の
生
れ
で
あ
る
が
、

子
供
の
頃
(
大
正
初
期
)
に
は
既

に
こ
の
碑
は
建
っ
て
い
た
。
祖
父

に
聴
い
た
と
こ
ろ
、
い
つ
頃
建
っ

た
か
知
ら
ぬ
と
言
っ

て
い
た
と 
o 

生
名
の
芭
蕉
墓

N

芭
蕉
墓 
α

の
横
に
、
こ
の
碑
よ

MUS04
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欧
米

増
え
続
け
る
心
臓
病


成
人
病
予
防
週
間
2
月 
1
日 

日

i

7

が
ん
、
脳
卒
中
、
山
臓
病
、
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
と
い
え
ば
、
成
人
病
の
代
表
的
な
も

の
で
す
。

現
代
は
グ
成
人
病
の
時
代 

と
い
わ
れ
ま


す
。
四
十
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
病
気


と
隣
り
合
わ
せ
で
腰
か
け
て
い
る
よ
う
な
感


じ
と
い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。


H

な
か
で
も 

三
大
成
人
病
グ
と
い
わ
れ
る

H

HH
H

H u

H

l

H

く
み 

は
血
液
を
循
環
さ
せ
る
ポ

こ
う
し
た
症
状
が
あ
る
と
、
心

ン
プ
と
し
て
の
心
臓
の
働
き
が
悪

臓
病
が
疑
わ
れ
ま
す
が
、
も
ち
ろ

く
な
っ
た
場
合
の
症
状
で
す
。 

ん
ほ
か
の
病
気
と
の
間
遠
か
ら
も

胸
痛 

は
心
臓
の
筋
肉
に
酸

起
こ
り
ま
す
。
「
お
か
し
い
な
」
と

素
不
足
が
起
き
た
と
き
に
感
じ
ら

思
っ
た
ら
専
門
病
院
で
精
密
検
査

れ
、
胸
全
体
が
ジ
ワ 

ッ
と
し
め

を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

つ
け
ら
れ
、
特
に
胸
の
中
央
に
あ

る
胸
骨
の
裏
側
に
熱
い
欽
の
塊
が

入
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
表
現
す
る


人
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
 

動
俸 

は

息
切
れ 

と一

緒
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
脈
の
乱
れ
が
あ
る
と
き
に
も

起
こ
り
ま
す
。

三
悪
ト
リ
オ
の
死
亡
率
を
み
て
み
ま
す
と
、

近
年
、
脳
卒
中
の
死
亡
率
ガ
減
少
の
傾
向
に

あ
る
の
に
対
し
て
、

ω臓
病
は
漕
加
の
カ
ー

ブ
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
の

統
計
で
は
、
①
が
ん

②
脳
卒
中

③
仙
臓

病
の
順
位
で
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
は
死

亡
率
の
第
二
位
と
第
三
位
が
逆
転
し
、
山
臓

病
ガ
第
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
だ
。

型

固な
本り�  ;
のつ
，心'コ
臓あ
病る�  

心
臓
病
と
い

っ
て
も
、
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
成
人
病
と
し
て

特
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
の
は
、
虚
血
性
心
疾
患
で
す
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
つ
ぎ
の

二
つ
で
す

0

・
狭
心
症

心
臓
に
分
布
す
る
冠
状
動
脈
が

け
い
れ
ん
を
お
こ
し
た
り
、
動
脈

硬
化
に
な
っ
て
血
液
の
流
れ
が
悪

く
な
る
と
、
心
臓
の
筋
肉
は
酸
素

不
足
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
狭
心

症
で
す
。二

う
そ
〈

・
心
筋
梗
塞

冠
状
動
脈
の
一
部
分
が
完
全
に

つ
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
動
脈

か
ら
酸
素
や
栄
養
を
も
ら
っ
て
い

る
心
筋
が
障
害
を
つ
け
ま
す
。
こ

れ
が
心
筋
梗
塞
で
す
。

こ
の
よ
う
な
虚
血
性
心
疾
患
は

欧
米
で
は
極
め
て
多
い
病
気
で
、

日
本
の
心
臓
病
も
、
こ
の
欧
米
型

の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
わ
れ
ま

す
。そ

の
原
因
は
、
食
事
内
容
が
欧

米
化
し
て
き
だ
こ
と
な
ど
や
、
職

場
や
社
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

レ
ス
が
増
え
て
き
た
こ
と
な
ど
と

密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
。

大
中
華

{
呂
田 

7
庄
中

新
二
/一長

女

富
子
」

大
宇
中
角
湯
浅

琴
史

敦
子
、
一
長
女
愛

(司E廊略)

宙，."、

お

下
盟
国

大空上
ニ棋
大
西
博
己
〆}

よ
川
原
美
代
子
¥
長
女
麻

カ、

し
すい
ぐと
専思
門 つ
医た
へ 勺

由 理

戸
鰭
の
窓

い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を

ロ
月
刊
日 
1
4
月
刊
日 

し
、
家
へ
帰
っ
て
好
き
な
酒
を
一

杯
や
り
、
床
に
つ
い
た
と
思
っ
た

k
v
E
誕
百
品
蛇

豆

封

切

/

--

|
l

大
半
貯
幸
山

題 

)長
男
充

宇
野
神
川

ら
突
然
心
臓
発
作
に
見
舞
わ
れ
て

李
孟

北
内

一一れ 
)長
女
佳
世
子

牢

楠

心
臓
病
に
よ
く
見
ら
れ

る
ケ
ー
ス
で
す
。

徳

島

市

f

。
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
渓

字

僅

洲

梯

侍

(

打

歳

)


大
字
沼
江
字
大
原
谷
内
ヒ
サ
ノ
(
幻
歳
)


戸
川
革
寸 

大
字
三
渓
字
架
域
上
田
君
江
(
日
歳
)


-v -v
喜
神
美
千
子
」
長
男
祐

大
字
沼
江
字
西
谷
作
本
カ
ツ
ヲ
(
剖
歳
)

大
雪
一端
斗
削
回

大
字
三
渓
字
架
一
城
山
下

利

男

(

臼

歳

)

g

也

ご
結
婚
お
め
で
と
う

急
死 

菅

内

正

男

川
原
美
恵
子 

¥
大
字
坂
本
字
栄
回 

心
臓
病
も
、
他
の
成
人
病
と
同

じ
よ
う
に
か
早
期
発
見
。
が
大
切

で
す
。
早
い
時
期
の
症
状
は
大
き

く
次
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
息
切
れ
②
む
く
み
③
胸
痛

④
動
停
⑤
脈
の
不
整
で
す
。

こ
の
う
ち 

息
切
れ
。
と
か
む

お
誕
生
お
め
で
と
う

-平
一

大
字
三
渓

字

中

村

中

村

恵

(

叩

歳

)

呈 樹

裕
一
一)
長
女
恵

H

宇
柑
日
廿

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
すこやか人生は成人病予防から
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ア
コ
ヤ
貝
女
の
夢
を
抱
い
て
い
る

横

瀬

都

景

一
出
訟
は
包
月
七
日
ま
で
に
一

三
句
ハ
刀
キ
で
一

一
送
り
芥
�
 勝
浦
町
三
渓

↑
嫁
融
持
広
夫
(
副
部
旦
車
)
ま
で
一

町
内
在
住
の
か
だ
に
限
り
ま
す
。
一

一
次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
献
と
受
代
に
一

一
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
だ
さ
い
。
一

J

iid
¥¥;・!締lii i11 詩j:¥

社
会
総
合
大
学
�
 

二〉f

お
年
玉
無
言
で
孫
の
手
が
伸
び
る

テ
ス
ト
優
今
日
の
笑
顔
が
て
れ
て

い

る

横

瀬

桂

木

狙

丘

ブ
ラ
ン
ド
の
裏
を
反
せ
ば
日
本
製

実
年
と
お
だ
て
に
乗
り
て
酒
が
過

さ

横

瀬

錦

内

常

一

出
勤
へ
や

っ
と
間
に
合
う
床
を
出

守合急
く
な
と
云
わ
れ
尚
更
落
ち
つ
か

ず

中

山

倉

橋

加

辻

磨
い
て
も
踏
ま
れ
る
靴
を
ま
た
磨

きふ
だ
ん
着
で
来
た
正
直
を
暗
わ
れ

る

生

名

丸

山

香

月

河
川
敷
孫
の
野
球
の
中
に
入
る

モ
ノ
レ
ー
ル
安
い
み
か
ん
に
き
し

み

降

り

沼

江

吉

田

太

郎

歓
び
て
年
玉
質
へ
は
孫
ど
こ
へ

お
め
か
し
を
し
て
も
実
年
か
く
せ

な

い

立

川

綿

子

�

 

実
年
が
酔
、
え
は
花
咲
く
武
勇
伝

よ
ろ
こ
び
の
パ
ラ
色
二
人
幾
久
し

横

瀬

昇

花
好
き
に
応
え
て
く
れ
た
鉢
を
抱

あ
た
た
か
い
心
に
ふ
れ
た
投
書
欄

横

瀬

万

里

帰
省
し
て
水
と
空
気
の
美
味
さ
知

実
年
と
呼
ん
で
余
生
を
酷
き
使
う

横

瀬

謬

山

実
年
で
人
生
最
後
の
基
礎
築
く

4
A
V投

義
見
て
其
の
人
柄
を
偲
ば
せ
る

棚

野

新

太

郎

孫
た
ち
に
固
ま
れ
屠
蘇
の
指
定
席

引
き
出
し
の
す
み
で
迷
う
て
い
る

投

書

一

立

川

あ

ゆ

み

投
書
欄
同
じ
思
い
に
涙
ぐ
む

実
年
の
兄
弟
二
人
ア
デ
ラ
ン
ス

立

川

千

恵


屈
閉
め
て
帰
り
支
度
へ
除
夜
の
鐘


立

川

梢


投
書
欄
ま
た
反
論
の
投
書
か
な


実
年
は
親
と
息
子
の
板
ば
さ
み


坂

本

普


実
年
と
な
っ
て
窓
き
わ
た
そ
が
れ


。づ実
年
は
ワ
ー
プ
ロ
に
ら
み
複
写
と

る

沼

江

黒

い

睦

投
書
欄
明
治
の
怒
り
ぶ
っ
つ
け
る

y

実
年
の
ポ
ケ
�
 ト
で
鳴
る
萎
の
鈴

沼

江

小

校

飲
ん
て
な
い
と
一
言
う
に
風
船
吹
け

と
一言、� 
7

習
章
受
級

墨
絵
崎
ヰ
級

出
一
詠
締
切
日

二
月
二
1
日

勝
浦
会
館
二
月
行
事

4
日
刈
�
 生
花
君
主

5
日
休
�
 手
芸
宅
'
亙

6
日
休
�
 踊
リ
教
室

7
日
制
�
 習
字
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

2
月
定
例
会

着
付
教
室

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木
・

五
十
回
公
会
堂
)


日
日
嗣
踊
り
教
室


四
日
附
手
芸
教
室


初
日
州
生
花
教
室


幻
日
制
習
字
教
室


お
日

ω
着
付
教
室


幻
日
同
踊
り
教
室


各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。
(
習
字
の
み
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

12 11 
日日
(水)(火)

学
習
日
の
お
知
ら
せ

一
一
月
六
日
(
木
)

H

H

一
一
月
二
十
五
日
(
火
)

午
後
七
時
1
午
後
九
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
図
書
室

時

勝
浦
土
地
改
良
区
か
ら
お
知
ら
せ

昭
和
六
十
年
度
畑
総
農
道
賦
課

金
(
負
担
金
)
の
徴
収
に
つ
い
て

賦
課
金
通
知
書
発
送

昭
和
六
十
一
年
二
月
一
日

納
付
期
限

昭
和
六
十
一
年
三
月
五
日
ま
で
。

納
付
方
法

勝
浦
土
地
改
良
区
事
務
局

ま
で
持
参
す
る
か
、
勝
浦
町

農
協
、
生
比
奈
農
協
、
阿
波

銀
行
勝
浦
支
屈
の
勝
浦
土
地

改
良
区
預
金
口
座
に
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

一淫

立

恩
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
納
付


す
れ
ば
督
促
手
数
料
と
年
一


四

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
延
滞


金
を
徴
収
し
ま
す
。


な
お
、
滞
納
者
を
出
し
た

地
区
関
係
者
全
員
に
連
帯
責

任
と
し
て
滞
納
過
命
答
品
を
徴

収
し
ま
す
。
�
 

l
h

4. 3. 2. 

の

・

たl
v

字
。主」ム期υ

7
一
換 時交

• 

二
月
七
日
(
金
)

一
一
月
十
七
日
(
月
)

時
間

午
後
七
時
三
十
分
�
 午
i

後
九
時
三
十
分

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

短
叡
学
級

三
月
八
日

(
土
)

題

「

菊
L

け
い
光
ラ
ン
プ
の
取
替
時
期
は

け
い
光
灯
は
、
長
い
間
使
っ
て

い
る
と
明
る
さ
が
だ
ん
だ
ん
低
下

し
て
き
ま
す
。

ラ
ン
プ
の
両
端
い
か
黒
ず
ん
で
き

た
り
、
ち
ら
つ
き
始
め
た
場
合
は
、

明
る
さ
が
低
下
し
て
寿
命
が
近
づ

い
た
サ
イ
ン
で
す
。
ワ
ッ
ト
数
や

型
式
を
確
か
め
て
取
替
え
ま
し
ょ

う
。
な
お
一
日
に
五
�
 六
時
間
点

灯
す
る
と
し
て
、
環
状
三
十
ワ

ト
の
も
の
で
一
年
半
、
俸
状
二
十

ワ
y
卜
の
も
の
で
二
年
半
が
め
や

す
で
す
。

j

y

湖1;
・寿命がきました
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き

第188号 ヌb込 Jコ つ ら 昭和61年� 2月 1日

歯
科
診
査

内
科

一
般
診
査 

栄
養
及
び
保
健
指
導

く
だ
さ
い
。

日 

八
月
三
十
一
日
ま

と
ニ
ろ

該
当
児

に
す
る
の
が
目
的
で
す
。

と
こ
ろ

該
当
児

と

き

で
に
生
れ
た
子

診
査
内
容

※

母

子
手
帳
、
問
診
票
一
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
三
種
実
字
襲
種

す
。
ま
た
、
増
加
し
て
い
る
肺
ガ
ン

軽
食
準
備
し
ま
す

の
早
期
発
見
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

連
絡
先

昨
年

一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
は

中

角

東

山

正

峰

必
ず
受
診
し
て
く
だ
き
い
。

電

(二
 

二
八
四
六
番
)

料

金

無
料

主
催

勝
浦
町
文
化
協
会

。

後
援

勝
浦
町
教
育
委
員
会

l

乳
児
健
康
診
査

一
一
月
十
二
日
(
水 
)

午
前
十
時

十
分

勝
浦
病
院

j
十
一
時
三

昭
和
六
十
年
十
月

一
日 

j
十
二
月
三
十

一
日
ま

で
に
生
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
歳
六
か
月
児

健 
-康

，診

査

心
身
と
も
に
発
達
の
き
か
ん
な

こ
の
時
期
に
健
診
を
行
い
、
異
常

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
教
育

を
行
い
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

二
月
十
九
日 

(水
)

午
後
一
時
三
十
分 

時
三
十
分

j
二

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
九
年
六
月

一

普
段
着
の
ま
ま
で
受
け
ら
れ

ま
す
。(
ボ
タ
ン
、
金
具
め
な
い
下

着
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。)

善

意

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

程

表

日

ij 

月 日 場 月i 時 問

坂 本 事業 所� 10: 00 -10 : 30 
与 川内 卓業 所� 10:40-]]: 10 

2/27 勝浦町農協�  II・20-12・00
(ね 電報 電話局 円IJ 13:00-13:40 

13:50-14:40f主 場 日リ� 
生名 い もょうの木� 14: 50-15: 30 
沼江 藤本明男様宅横� 9・30-10: 00 
生 比 奈 農協�  jjij 1O:10-11:00 

2/28 品2村婦人の家�  ll: 10 -12: 00 
(金) 黒岩 谷脇商庖前�  13: 00-13: 30 

星谷 谷崎延宏様-t� lI 13・40-14:20 
円リ哨美機宅� l中凶中山 14: 40-15: 30 

町
内
俳
句
大
会
の

お
知
ら
せ

勝
浦
町
文
化
協
会
創
立
記
念
俳

句
大
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
日
時

二
月
九
日 

(日
)

午
前
十
時
か
ら

一
、
場
所
町
住
思
福
祉
セ
ン
タ

上

一階
和
室

一
、
会
費

三
百
円

あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

刊は月 

1
1
月
刊
日

向

井

治 

(横

瀬 
)

梯

衛 

(横

瀬

)

上

回

初

二

(
中
山
)

匿

名 

(横

瀬

)

匿

名 

(中

山

)

以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意
銀

行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

M
m
B 

一飼い犬は必ずつないてくださいー 2月定例l山配ごと相談
不用犬買い上げ日

日時 2月7日(針

と

き

と
こ
ろ

該
当
児

接
種
方
法

料

金

二
月
十
二
日 

(水
)

午
後

一
時
三
十
分 

三

時

j

住
民
也
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
歳 
1
四
歳
未
満
の
子

第

一
期
・
:
一
か
月
ご

と
に
三
回

了
後
十
二
か
月 

八
か
月
後
に

一
回
接 

4
皇 第

二
期
・
:
第

一
期
終

j
十

ず
本
年
'

無
料

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

か
結
核
は
依
然
と
し
て
最
大
の

伝
染
病
:
:
:
。
勝
浦
町
で
も
毎
年

何
名
か
の
新
串
忽
告
か
で
て
お
り
、

長
期
に
わ
た
り
療
養
き
れ
て
い
ま 

2 月 5 日~J<) 
午前 10時~午後� 3時

2月19日か同点� 場所

人権・行政・厚生・福祉

住民福祉セ ンタ� -2階� 

成犬� 300円

夜間毅急当番表� 

赤岩 医院 
  

4日


2月②日
〔電話番号〕� 

6日

勝浦病院

山西医院 勝浦病院�  

8日 勝浦 病院�  2-2555 

10日 湯浅 医院 山西医院�  

12日 2-302ア� 

14日

勝浦病院 �  

湯浅医院赤岩医院

2-2003 勝浦病院 
  

18日


⑬日
赤岩医院山西医院
2-2006 勝浦病院 
  

22日


20日

湯浅医院 
  

24日
 勝浦病院 
  

26日
 赤岩 医院 
  

28日
 勝浦 病院

¥~ 

(平日でも受付しておりますのでV
お気軽にお問い合わせください/

午後� 6時~翌朝午前9時

休日 午後フ時~翌朝午前9時 小犬� 100円
平日

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康




